
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

適用機種   

ＷＭ１１２０ 
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組 付 要 領 書及び部 品 表 

用 
オイルクーラアタッチ 

 

ＷＭ-ＯＣ 

本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本組付要領書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本組付要領書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。 
 
 この組付要領書は、オートラップマシーン用オイルクーラアタッチの組付要領について記載

しております。組付前には必ず、この組付要領書をお読みのうえ、正しく組付けてください。 
また、ご使用前には作業機本体の取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱いい

ただき最良の状態でご使用ください。 
 
 ●お読みになったあとも、必ず製品に近接して保管してください。 
●製品を貸与または譲渡される場合は、本体の『取扱説明書及び部品表』とこの『組付要領 
 書及び部品表』を製品に添付してお渡しください。 

 ●この組付要領書及び部品表を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店 
または当社にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載しております。 
 ●なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。 
  その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合がございますので、あらかじめ 
  ご了承ください。 
 ●ご不明な点やお気付の点がございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
 ください。 

 

  
 
 

    印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
  お守りください。 
 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 
          るものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 
          します。 

 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  
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このたびはオイルクーラアタッチをお買い

上げいただき、ありがとうございます。組付け

前には、必ずこの組付要領書をお読みのうえ、

正しく組付けてください。 
 
●開梱されましたら、組付前に部品表の部品が

全て含まれているかをご確認のうえ、組付け

てください。 
 
◆組付け手順 

①作業機左側の電磁バルブ上部のボルトＭ８

×２０（３Ｐ）を外し、バルブカバーとランプ 

ベースヒダリ（ＷＭ１１２１のみ）を取り外して

ください。 

 
 
②電磁バルブ左上（Ａ）のコネクタとそこか

ら油圧ポンプにつながるユアツホースを 

外してください。※油圧ポンプに組付いて

いるコネクタ（Ｃ）は外しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ＡにＬ型コネクタを、オイルクーラのＢ、Ｄ

にコネクタを取り付けます。ユアツホース

をシャーシ下へ通し、Ａ－Ｂ、Ｃ－Ｄになる

ように取り付けます。 
※ユアツホースを通す位置に注意してくだ

さい（次図参照）。 

 

 
 

電磁バルブ

ボルト 

バルブカバー 

ランプベースヒダリ 

電磁バルブ 

油圧ポンプ 

C 

A 

正面から見たユアツホースの角度

ユアツホースの通し方 

オイルクーラ コネクタ 

ユアツホース

 
オイルクーラ側の 
ホース取付口は９０°

Ｂ Ｄ

シャーシの外側

シャーシ下を通す 

シャーシの内側

オイルクーラ
作業機右側
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④クーラベースにオイルクーラ、オサエイタおよ

びゴムイタをボルトＭ６×２５（３Ｐ）で仮留め

してください。 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ボルトＭ８×２０、ヒラザガネＭ８およびスプリ

ングナットＭ８でステーおよびストッパを 

仮留めしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次図を参考に、オイルクーラ背面がクーラベー

スに密着するようにストッパで押し当てなが

ら調整・固定し、④⑤のボルト類を締め付け

ます。 
 

 
調整をおろそかにすると、振動等により 
故障の原因となります。 
 

オサエイタ 

オイルクーラ  

クーラベース   

ボルト 

ゴムイタ 

ボルト 

ステー 

ストッパ 

 注 意 

　

良い例 悪い例 

すき間 ななめ ななめ 

すき間 

クーラベース 

密着 

オイルクーラ 
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⑥作業機右側のストレッチ固定部に、クーラベ

ースをはめこみ、コテイカナグ、スペーサ、

ボルトＭ８×１００およびフニロンナットＭ８で

固定してください。 

 
⑦ユアツホースとホースステーをリピートタイで

軽く固定し、シャーシにホースステーをボル

トＭ８×２０およびスプリングナットＭ８で組付

けます。 
その後、しっかりとリピートタイを締めます。 

 
 

⑧オイルクーラハーネスを、電磁バルブのコネ 

クタとハーネスアッシのコネクタの間に割り

込ませます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電磁バルブとハーネスアッシの 
コネクタ接続箇所 

シャーシ 

スプリングナット 

フロント側 

ボルト 

ホースステー 

ユアツホースを 
リピートタイで固定 

スペーサ 

ボルト 
コテイカナグ 

フニロンナット 

ストレッチ固定部 

フロント側 
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⑨オイルクーラハーネスを角パイプの中に通

し、作業機右側まで配線を移動させます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩オイルクーラハーネスを他の配線と同じ 

位置にリピートタイで固定し、角パイプから

配線が出てこないようにしてください。 

その後、オイルクーラのコネクタと接続して

ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑪カバーをボルトＭ８×１７０とスプリングナット

Ｍ８で組付けます。 

 
⑫①で外した部品を逆の手順で組付けます。 

 
⑬コントロールボックスのヒューズを付属の 

１５Ａヒューズに入れ替えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭接続した１５Ａヒューズ付近のハーネスは

熱くなるので、付属のハーネスカバーを 

かけて保護してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

この中に通す 

配線をリピートタイで 
固定 

１５Ａヒューズに入れ替え 

カバー 

ボルト 

スプリングナット  

ハーネスカバーをかけて保護 
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⑮コントロールボックス上のステッカーに「ＦＵ 

ＳＥ（１０Ａ）」と表記している上にヒューズ  

１５Ａのステッカーを貼付けてください。 
 
 

 
 
⑯コントロールボックスの電源を入れ、オイルク

ーラが作動しているかを確認してくださ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 

注 意  
適時オイルＩＳＯ ＶＧ６８（タンク容量４Ｌ）を 

追加してください。詳しくは、本体側の 

取扱説明書をご参照ください。 
 
注 意 
電源が入っていると消費電流が多いので、

エンジンを停止しているときはコントロール

ボックスの電源を落としてください。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒューズ１５Ａステッカーを 
貼付ける 

風向き
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